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Q&  A議員の 市の

■
七
尾
市
過
疎
地
域
持
続
発
展
計
画
に
つ
い
て

過
疎
債
の
増
額
発
行
に
よ
る
事
業
の

早
期
着
工
を
！

令
和
３
年
３
月
で
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
法
が
期
限

を
む
か
え
、
過
疎
地
域
の
自
立
促
進
か
ら
持
続
的
発
展

の
支
援
に
見
直
さ
れ
た
新
た
な
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、
人

口
減
少
等
に
よ
り
田
鶴
浜
地
区
が
追
加
指
定
さ
れ
た
。

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
に
過
疎
対
策
事
業
債
（
過
疎
債
）

を
有
効
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。
発
展
計
画
に
定
め
る
圃
場
整
備

や
漁
港
整
備
な
ど
に
、
過
疎
債
を
増
額
発
行

し
て
早
期
着
工
、
早
期
完
了
を
目
指
す
考
え

は
あ
る
か
。
ま
た
、
今
後
５
か
年
の
事
業
の
優

先
順
位
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

現
在
、
田
鶴
浜
・
中
島
・
能
登
島
地

区
が
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

対
象
事
業
は
、
石
川
県
と
起
債
の
協
議
を
行

い
、
同
意
を
得
て
過
疎
対
策
事
業
債
を
発
行

し
て
い
る
。

　

過
疎
対
策
事
業
債
は
、
単
年
度
に
配
分
さ

れ
る
枠
が
限
ら
れ
て
お
り
、
市
が
取
組
む
事

業
も
数
多
く
あ
り
、
事
業
実
施
に
は
制
限
が

あ
る
が
、
非
常
に
有
利
な
起
債
で
あ
り
、
財

源
確
保
と
い
う
点
か
ら
も
確
保
で
き
る
も
の

は
確
保
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
事
業
の
優
先
度
に
つ
い
て
は
、
毎

年
度
の
予
算
編
成
の
中
で
総
合
的
に
判
断
し

て
い
く
。

■
能
登
島
大
橋
架
橋
40
周
年
事
業
に
つ
い
て

県
や
地
域
住
民
と
協
力
し
て
事
業
を
！

２
０
２
２
年
は
、
能
登
島
大
橋
が
開
通
し
て
か
ら
40
周

年
目
の
節
目
の
年
に
あ
た
る
。
こ
の
40
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
能
登
島
で
は
様
々
な
事
業
を
計
画
し
て
い
る
よ
う

だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
、
ど
の
地
域
も
伝
統
行

事
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
軒
並
み
中
止
や
延
期
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
こ
の
周
年
事
業
は
こ
れ
ら
を
再
開
す
る
契
機
と
し
て

重
要
だ
。

　

七
尾
市
の
観
光
に
と
っ
て
も
重
要
な
能
登
島
大
橋
は
、
県
道

47
号
線
で
も
あ
る
。
石
川
県
や
地
域
の
住
民
と
協
力
し
て
周
年

事
業
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

能
登
島
大
橋
は
、
長
ら
く
住
民
の
通
勤
通
学
の
経
路
と

し
て
、
ま
た
能
登
島
観
光
の
玄
関
口
と
し
て
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
て
い
る
。

　

架
橋
30
周
年
で
は
、
能
登
島
地
域
づ
く

り
協
議
会
が
行
う
テ
ン
ト
市
や
文
化
祭
、

記
念
冊
子
の
作
成
な
ど
の
事
業
に
支
援
を

行
っ
た
。
今
回
も
、
能
登
島
地
域
づ
く
り

協
議
会
が
主
体
と
な
っ
て
架
橋
40
周
年
を

祝
い
、
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
。
市
も
支
援

を
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
の
と
じ
ま
水
族
館
と
連
携
し
た

取
組
み
の
模
索
や
既
存
イ
ベ
ン
ト
に
「
能

登
島
大
橋
架
橋
40
周
年
記
念
」
の
冠
を
つ

け
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

■
農
業
振
興
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

農
地
集
積
の
現
状
は
？

七
尾
市
の
特
色
を
打
ち
出
し
、
持
続
可

能
な
行
政
運
営
を
考
え
る
と
全
国
に
通

用
す
る
競
争
力
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
１
次
産

業
の
さ
ら
な
る
推
進
と
支
援
が
重
要
だ
。
農
地

の
集
積
化
の
現
状
と
課
題
。
ま
た
、
認
定
農
業

者
を
い
か
に
増
や
し
育
成
す
る
の
か
所
見
を
伺

う
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

で
遠
隔
操
作
が
で
き
れ
ば
、
現
地
に
足
を
運
ぶ

必
要
が
な
く
な
り
、
効
率
化
の
ほ
か
事
故
の
可

能
性
も
減
ら
せ
る
。
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
転
換

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

こ
れ
ま
で
圃
場
整
備
に
あ
わ
せ
て
集
積
さ
れ
た
農
地
を

請
け
負
う
担
い
手
や
組
織
の
育
成
、
農
業
経
営
者
の
確

立
に
取
組
ん
で
き
た
。
令
和
２
年
度
末
で
の
概
ね
30
ア
ー
ル
以
上

の
大
型
区
画
の
整
備
率
は
７
５
．
６
％
で
あ
り
今
後
も
整
備
を

進
め
る
。
あ
わ
せ
て
国
の
制
度
を
活
用
し
、
生
産
や
販
路
の
拡
大
、

販
売
体
制
の
強
化
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
経
営
の
安
定
や

農
業
所
得
の
向
上
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
農
作
業
の
効
率
化
や
省
力
化
に
よ
り
作
業

負
担
の
軽
減
が
可
能
で
あ
る
。
費
用
対
効
果
や
効
果
的
な
使
用
法

に
つ
い
て
比
較
検
討
し
理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ
り
、
研
修
や
勉

強
会
へ
の
参
加
を
促
す
こ
と
で
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。
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＜対象エリア＞
過疎地域自立促進計画

中島地区 能登島地区
＜対象エリア＞
過疎地域持続的発展計画

中島地区

田鶴浜地区

能登島地区

追 加

2022 年に架橋 40 周年を迎える2022 年に架橋 40 周年を迎える
能登島大橋能登島大橋のとじま水族館 のと回遊回廊のとじま水族館 のと回遊回廊

原田 一則 議員
（灘会）

髙橋 正浩 議員
（無会派）

能登島長崎地区の圃場整備能登島長崎地区の圃場整備

西川 英伸 議員
（新政会）

スマート農業
ロボット技術や情報通信技術（ＩＣＴ）を
活用して、省力化・精密化や高品質生産を
実現するなどを推進している新たな農業


